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「
民
工
荒
」
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
単
語
と
共
に
、
二
〇
〇
四
年
前

後
か
ら
中
国
沿
海
部
の
労
働
力
不
足
が

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
相

前
後
し
て
、
従
来
沿
海
部
に
集
中
し
て

き
た
労
働
集
約
的
な
産
業
の
撤
退
（
国

外
移
転
）
と
、
内
陸
移
転
が
起
こ
っ
て

い
る
と
さ
れ
、
以
降
、
毎
年
春
節
明
け

に
は
沿
海
部
で
出
稼
ぎ
労
働
力
不
足
が

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
労
働
力
コ
ス
ト
の
上

昇
と
求
人
難
の
み
な
ら
ず
、
沿
海
部
の

用
地
や
光
熱
費
な
ど
を
含
む
コ
ス
ト
の

全
般
的
な
上
昇
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
産
業
移
転
の
中
心
は
玩

具
、
靴
、
電
子
製
品
の
受
託
加
工
サ
ー

ビ
ス
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
な
ど
、
労
働
集
約
的

な
産
業
が
中
心
で
あ
る
。

　
「
世
界
の
工
場
」
を
形
成
し
て
き
た

工
場
の
一
部
は
、
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
な

形
で
移
転
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
実

態
は
一
部
の
大
企
業
を
除
い
て
実
は
あ

ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
⑴

。
他

方
で
産
業
の
立
地
や
集
積
に
着
目
す
る

研
究
の
な
か
で
は
、
中
国
沿
海
部
に
集

中
し
て
き
た
製
造
業
の
今
後
の
動
向
に

は
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
①
）。
さ
ら
に
、
産
業
立
地
の

変
化
は
労
働
市
場
の
変
化
で
も
あ
り
、

こ
う
し
た
産
業
の
内
陸
移
転
が
労
働
市

場
の
展
開
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
な
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
興
味
深
い
。

　

本
稿
で
は
、
か
つ
て
中
国
に
お
い
て

は
沿
海
部
に
集
積
し
て
き
た
労
働
集
約

的
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
靴
産
業
の

発
展
と
近
年
の
内
陸
移
転
の
あ
り
方
を

整
理
し
、
そ
の
中
国
的
な
展
開
を
考
察

し
た
い
。

一
．
靴
産
業
の
発
展
と
産
業
移
転

　

世
界
の
靴
生
産
地
の
推
移
を
概
観
す

る
と
、
以
下
の
よ
う
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
②
）。

　

一
九
五
〇
年
代
に
は
イ
タ
リ
ア
、
ア

メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
が
世
界
の
主
な
靴

産
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
ア
メ
リ

カ
の
生
産
拠
点
は
一
九
六
〇
年
代
に
日

本
へ
移
転
し
、
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代

に
は
台
湾
、
韓
国
へ
、
さ
ら
に
一
九
九

〇
年
代
以
降
、
中
国
大
陸
が
そ
れ
ぞ

れ
、
世
界
の
靴
生
産
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
る
。

　

労
働
集
約
的
産
業
の
典
型
で
あ
る
靴

生
産
の
中
心
地
の
変
遷
は
そ
の
ま
ま
、

よ
り
低
廉
な
労
働
力
を
求
め
た
産
業
立

地
の
変
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
台
湾
・
韓
国

の
製
靴
工
業
の
発
展
過
程
を
分
析
し
た

川
上
［
一
九
九
九
］
の
研
究
に
よ
る

と
、
日
本
の
対
米
靴
輸
出
は
一
九
五
〇

年
代
後
半
か
ら
本
格
化
し
、
一
九
六
一

年
頃
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し
か
し
、

早
く
も
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
は
よ
り

コ
ス
ト
の
低
い
新
た
な
調
達
地
を
開
拓

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
一
九
六
三
〜
六

四
年
頃
か
ら
台
湾
・
韓
国
へ
ア
メ
リ
カ

向
け
日
本
製
品
の
オ
ー
ダ
ー
が
移
転
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
か
ら
台
湾

へ
の
生
産
移
管
の
動
き
は
一
九
七
一
年

の
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
に

よ
っ
て
円
の
対
ド
ル
・
レ
ー
ト
が
上
昇

し
た
こ
と
を
機
に
さ
ら
に
加
速
し
た
。

　

台
湾
に
お
け
る
靴
生
産
は
当
初
、
台

湾
に
進
出
し
た
日
本
の
製
靴
企
業
が
主

な
受
け
皿
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
順

調
に
拡
大
す
る
な
か
で
現
地
化
し
つ

つ
、
一
九
七
六
年
に
は
世
界
最
大
の
靴

の
輸
出
地
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
台
湾
元
の
対
米鎮内靴工場の外観

産
業
の
内
陸
移
転
と
地
域
労
働
市
場
の
展
開

―
中
国
・
製
靴
産
業
の
事
例
―
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ド
ル
・
レ
ー
ト
の
急
上
昇
と
労
働
力
不

足
、
平
均
賃
金
の
急
上
昇
と
い
う
局
面

を
迎
え
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ

う
し
て
台
湾
製
靴
企
業
は
海
外
へ
の
工

場
移
転
を
開
始
し
た
。
移
転
先
は
一
九

八
〇
年
代
に
は
東
南
ア
ジ
ア
、
一
九
九

〇
年
に
台
湾
企
業
の
対
中
投
資
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
中
国
大

陸
へ
向
か
っ
た
。
特
に
投
資
が
集
中
し

た
の
が
、
広
東
省
東
莞
市
を
中
心
と
す

る
地
域
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

な
お
、
韓
国
に
お
け
る
製
靴
工
業
も
、

同
時
期
の
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
労
働

紛
争
の
頻
発
と
労
働
力
不
足
、
賃
金
の

高
騰
、
さ
ら
に
ウ
ォ
ン
の
対
米
ド
ル
・

レ
ー
ト
高
を
受
け
て
海
外
投
資
を
本
格

化
し
、
台
湾
同
様
に
東
南
ア
ジ
ア
を
経

由
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
は
中
国
、
特

に
青
島
を
中
心
と
す
る
山
東
省
、
河
北

省
、
北
京
市
な
ど
の
渤
海
湾
地
域
に
集

ま
っ
て
い
る
（
同
参
考
文
献
③
）。

二
．
中
国
に
お
け
る
産
業
集
積

　

中
国
に
は
現
在
、
全
国
に
三
万
社
あ

ま
り
の
製
靴
企
業
が
あ
り
、
従
業
員
数

は
四
〇
〇
万
人
あ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
規
模
で
毎
年
一
〇
〇
億
足
以

上
の
靴
を
生
産
し
、
さ
ら
に
毎
年
一
〇

〜
二
〇
％
の
増
幅
で
発
展
し
て
い
る
。

生
産
さ
れ
る
靴
の
八
五
％
は
中
低
級
品

で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

中
国
は
現
在
、
世
界
の
靴
の
総
生
産

高
二
一
〇
億
足
の
う
ち
、
一
二
八
億
八

七
〇
〇
万
足
（
全
生
産
の
六
〇
・

五
％
）
を
占
め
る
世
界
一
の
靴
生
産
地

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
靴
消
費
量
も

世
界
一
（
二
七
億
六
一
〇
〇
万
足
、
全

消
費
量
の
一
五
・
九
％
）
を
占
め
る

が
、
国
内
で
生
産
し
た
靴
の
う
ち
、
大

半
の
約
一
〇
〇
億
足
を
輸
出
し
て
い
る

計
算
に
な
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

中
国
の
靴
工
場
は
、
他
の
靴
工
場
、

材
料
、
付
属
品
な
ど
の
関
連
工
場
や
卸

売
市
場
と
集
積
し
て
立
地
し
て
い
る
。

最
も
よ
く
知
ら
れ
る
の
が
、
広
東
省
東

莞
市
と
広
州
市
を
中
心
と
す
る
広
東
集

積
地
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
の
台
湾
企

業
の
大
陸
進
出
先
と
し
て
始
ま
り
、
靴

生
産
の
産
業
集
積
が
発
展
し
た
地
域
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
浙
江
省
の
温
州
を
中

心
と
す
る
浙
江
集
積
地
、
福
建
省
の
泉

州
、
晋
江
な
ど
を
中
心
と
す
る
福
建
集

積
地
の
三
大
集
積
地
が
有
名
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
近
代
的
な
産
業
と
し

て
は
比
較
的
後
進
の
靴
生
産
地
と
し

て
、
四
川
省
の
成
都
市
、
重
慶
市
な
ど

の
内
陸
部
の
集
積
地
が
近
年
、
全
国
各

地
に
出
現
し
て
い
る
⑵

。
な
お
、
こ
れ

ら
の
集
積
地
に
は
あ
る
程
度
の
主
要
な

製
品
の
棲
み
分
け
が
あ
り
、
広
東
集
積

地
は
国
内
製
品
の
な
か
で
は
相
対
的
に

中
高
級
品
、
浙
江
集
積
地
は
中
低
級

品
、
福
建
集
積
地
は
特
に
運
動
靴
、
成

都
集
積
地
は
婦
人
靴
が
中
心
的
な
製
品

で
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

三
大
靴
産
地
の
な
か
で
も
、
最
大
規

模
の
広
東
省
東
莞
市
に
は
製
靴
企
業
四

〇
〇
〇
社
あ
ま
り
、
靴
材
料
や
製
造
機

械
な
ど
の
関
連
企
業
二
〇
〇
〇
社
あ
ま

り
、
靴
材
料
、
皮
革
、
金
属
、
化
学
な

ど
の
関
連
店
舗
三
五
〇
〇
軒
あ
ま
り
が

集
ま
り
、
従
業
員
数
は
二
〇
〇
万
人
あ

ま
り
、
靴
の
年
産
量
は
一
五
億
足
を
超

え
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

東
莞
に
は
近
年
、
伝
統
的
な
製
靴
産

業
の
先
進
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ

イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
専
門
技
術
者
も
多
数
訪
問
し
、
著

名
な
中
国
ブ
ラ
ン
ド
の
靴
メ
ー
カ
ー
が

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
、
靴

産
業
の
情
報
集
積
の
中
心
に
も
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
研
究
開
発
機
能
を
備
え

た
靴
メ
ー
カ
ー
も
主
要
メ
ー
カ
ー
の
う

ち
で
は
約
半
数
を
占
め
る
と
さ
れ
る
。

東
莞
に
は
世
界
の
一
五
〇
〇
社
あ
ま
り

の
靴
製
品
の
買
い
付
け
商
、
貿
易
商
や

貿
易
会
社
が
集
ま
っ
て
い
る
（
世
界
靴

業
総
部
基
地
調
べ
、
参
考
文
献
④
）。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
成
熟
し
た
製
靴

産
業
の
集
積
地
に
発
展
し
た
東
莞
の
靴

産
地
は
今
、
深
刻
な
発
展
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ
は
大

き
く
分
け
て
、
以
下
の
四
つ
の
分
野
の

問
題
に
分
け
ら
れ
る
。
①
土
地
賃
料
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
原
材
料
、
労
賃
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
コ
ス
ト
上
昇
、

②
人
民
元
レ
ー
ト
の
上
昇
、
③
国
際
的

な
貿
易
環
境
の
悪
化
（
二
〇
〇
八
年
の

金
融
危
機
と
そ
の
後
の
消
費
の
冷
え
込

み
、
欧
米
市
場
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
な

ど
）、
④
外
国
ブ
ラ
ン
ド
の
委
託
加
工

生
産
が
ほ
と
ん
ど
で
、
自
主
ブ
ラ
ン
ド

を
持
つ
企
業
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
企

業
と
し
て
の
発
展
可
能
性
の
問
題
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
へ
の
緊
急

的
対
処
と
し
て
多
く
の
靴
メ
ー
カ
ー
が

外
地
へ
移
転
し
て
い
る
。
従
来
、
外
地

へ
移
転
し
た
の
は
皮
革
、
染
色
な
ど
の

環
境
付
加
の
高
い
企
業
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
数
年
は
労
働
集
約
的
な
製
靴
企
業

も
つ
い
に
移
転
を
開
始
し
た
。
外
地
へ

移
転
し
て
い
る
の
は
台
湾
・
香
港
、
そ

の
他
の
外
資
企
業
の
み
な
ら
ず
、
中
国

国
内
の
民
間
企
業
も
含
ま
れ
る
。
約
半

数
の
企
業
は
中
国
西
部
に
工
場
を
設
置

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
移
転

企
業
も
、
大
部
分
の
企
業
が
利
潤
の
最

も
大
き
い
最
高
級
製
品
の
ラ
イ
ン
は
東

莞
に
残
し
て
引
き
続
き
生
産
し
、
東
莞

に
集
ま
る
貿
易
商
と
の
交
流
の
便
宜
を

保
と
う
と
し
て
い
る
。

産業の内陸移転と地域労働市場の展開 ―中国・製靴産業の事例―
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三
．�

靴
産
業
の
内
陸
移
転
（
東
靴

西
移
）

　

二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
、
沿
海
部
に
立

地
す
る
製
靴
企
業
が
内
陸
部
に
移
転
す

る
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⑶

（
参
考
文
献
⑤
）。
こ
の
現
象
は
「
東
靴

西
移
」
と
呼
ば
れ
、
二
〇
〇
六
年
頃
か

ら
一
挙
に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
、
⑦
な
ど
）。

国
家
靴
類
検
測
中
心
の
陳
勤
建
氏
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
靴
メ
ー

カ
ー
の
経
営
は
薄
利
に
な
り
、
沿
海
部

の
靴
企
業
の
生
産
停
止
、
倒
産
や
業
種

替
え
、
そ
し
て
工
場
の
内
陸
や
国
外
へ

の
移
転
が
現
象
と
し
て
み
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
へ
来
て
、
二
〇
〇
七
年
末
か

ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
広
東
の
製
靴

産
業
の
集
積
地
で
あ
る
東
莞
一
帯
の
靴

メ
ー
カ
ー
の
大
規
模
な
閉
鎖
、
生
産
停

止
が
起
き
た
。（
参
考
文
献
⑧
）
こ
の

と
き
、
東
部
で
生
産
を
停
止
し
た
企
業

が
向
か
っ
た
先
が
、
四
川
、
重
慶
、
河

南
、
安
徽
な
ど
の
内
陸
省
で
あ
る
。
こ

の
流
れ
を
受
け
て
、
な
か
で
も
熱
心
に

地
元
誘
致
を
は
か
っ
た
の
が
、
そ
れ
ぞ

れ
地
元
に
す
で
に
靴
産
業
の
基
盤
が

あ
っ
た
四
川
省
成
都
市
と
重
慶
市
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑤
、

⑧
）。
以
下
で
は
、
成
都
市
へ
の
靴
産

業
の
産
業
移
転
を
見
て
み
よ
う
。

　

成
都
市
は
元
来
、「
三
州
一
都
」

と
、
靴
の
三
大
生
産
地
で
あ
る
広
州
、

温
州
、
泉
州
に
並
び
称
さ
れ
る
国
内
第

四
の
靴
の
産
地
で
、
内
陸
部
で
は
最
も

有
力
な
産
地
で
あ
っ
た
。
成
都
市
南
西

部
の
武
候
区
に
は
、
一
〇
〇
年
来
の
製

靴
産
業
の
伝
統
が
あ
り
、
成
都
市
は
現

在
も
婦
人
靴
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九

九
七
年
か
ら
成
都
市
は
、
分
散
し
て
い

た
小
規
模
靴
業
者
の
集
中
を
図
り
、
こ

れ
を
機
に
多
く
の
工
場
が
そ
れ
ま
で
家

内
工
業
方
式
で
あ
っ
た
生
産
形
態
を
工

場
方
式
に
転
換
し
て
、
現
在
の
基
礎
を

作
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
末
に
は
、
成
都

市
武
候
区
は
中
国
軽
工
業
連
合
会
と
中

国
皮
革
協
会
か
ら
合
同
で
、「
中
国
女

靴
之
都
」
の
称
号
を
得
て
い
る
。
同

年
、
靴
産
業
の
内
陸
移
転
（
東
靴
西

移
）
も
本
格
化
し
、
成
都
は
ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
成
都
市
政
府
は
「
一

都
両
園
」
と
呼
ば
れ
る
製
靴
産
業
の
配

置
計
画
を
構
想
し
た
。「
都
」
と
は
成

都
を
指
し
、
武
候
区
の
武
候
工
業
園
に

入
居
す
る
「
中
国
女
靴
之
都
」
を
研
究

開
発
と
貿
易
の
中
心
と
し
、
市
内
の
遠

郊
に
位
置
す
る
崇
州
市
（
県
級
市
で
成

都
市
下
に
あ
る
）
と
金
堂
県
に
製
靴

メ
ー
カ
ー
を
誘
致
し
、
生
産
拠
点
と
す

る
構
想
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑨
）。

四
．�

出
稼
ぎ
帰
郷
者
と
工
場
起
業
：

成
都
市
金
堂
県
の
事
例

⑴
金
堂
県
の
概
況

　

成
都
市
政
府
の
製
靴
産
業
集
積
戦
略

の
な
か
で
、
崇
州
市
と
並
び
、「
女
靴

之
都
」
を
支
え
る
生
産
基
地
と
さ
れ
た

金
堂
県
は
、
八
八
万
三
〇
〇
〇
人
ほ
ど

の
全
県
人
口
の
う
ち
、
農
村
人
口
が
六

六
万
人
を
占
め
る
農
業
県
で
あ
る
。
六

六
万
人
の
う
ち
、
就
業
者
数
は
四
〇
万

人
弱
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
農
業
専
業
者

数
は
約
三
割
、
非
農
業
就
業
者
が
六
割

を
占
め
、
残
る
一
割
ほ
ど
は
農
業
を
主

と
す
る
兼
業
者
と
い
う
就
業
構
成
に

な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

　

金
堂
県
は
、
農
業
以
外
の
産
業
に
乏

し
く
、
耕
地
も
狭
い
、
四
川
省
の
典
型

的
な
出
稼
ぎ
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

伝
統
的
に
広
東
省
へ
の
出
稼
ぎ
が
多
い

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
県
で
は
、
一
九
八

八
年
か
ら
鎮
政
府
が
主
導
で
就
職
斡
旋

を
す
る
形
で
、
広
東
省
東
莞
市
に
多
く

の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
送
り
出
し
て
き

た
。
最
初
の
出
稼
ぎ
送
り
出
し
先
が
東

莞
市
の
靴
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
厚
街

鎮
で
あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

製
靴
工
場
へ
の
出
稼
ぎ
が
拡
大
し
、
一

九
九
〇
年
代
に
は
東
莞
市
厚
街
鎮
は

「
小
金
堂
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ほ
ど
、

金
堂
県
出
身
者
が
多
く
な
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
現
在
の
農
村
就
業
者
の

就
業
場
所
の
集
計
を
図
1
に
示
し
た
。

金
堂
県
就
業
局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

る
と
、
広
東
省
東
莞
市
を
中
心
と
す
る

省
外
へ
の
出
稼
ぎ
は
、
九
〇
年
代
の
最

盛
期
に
は
七
割
を
占
め
た
が
、
今
は
そ

の
半
分
に
も
満
た
な
い
。
代
わ
っ
て
、

県
内
や
成
都
市
中
心
部
で
の
就
業
者
が

表1　金堂県農村就業者の就業構造（2010年）
就業形態 人数 割合

農業従事者 118,356   29.9％

非農業従事者 236,437   59.8％

農業＋季節的出稼ぎ   40,745   10.3％

農村就業者数 395,538 100.0％

（出所） 金堂県就業服務管理局提供資料、「金堂県人力資源分析調
研報告」（2010 年 10 月 12 日）より筆者作成。

省外
28.0％ 県内非農業

35.0％

市外省内
16.6％

県外市内
20.4％

（出所） 金堂県就業服務管理局提供資料、「金堂県人力資源分析調研
報告」（2010 年 10 月 12 日）より筆者作成。

図 1　金堂県農村就業者の就業場所
（2010 年）
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増
え
て
い
る
。
県
内
の
主
な
就
業
先

は
、
二
つ
の
工
業
園
区
の
入
居
企
業

と
、
帰
郷
起
業
家
（
後
述
）
に
よ
る
工

場
で
の
被
雇
用
が
七
万
四
〇
〇
〇
人
あ

ま
り
、
そ
の
他
に
自
営
商
工
業
者
と
そ

の
従
業
員
が
一
一
万
二
〇
〇
〇
人
あ
ま

り
い
る
。

　

従
来
、
人
々
は
生
計
を
立
て
る
た
め

に
出
稼
ぎ
す
る
し
か
途
の
な
か
っ
た
金

堂
県
の
地
元
に
、
現
在
ど
の
よ
う
な
就

業
機
会
が
で
き
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
金
堂
県
内
で
も
伝
統
的
に
最
も
出

稼
ぎ
が
多
か
っ
た
Ｚ
鎮
の
事
例
か
ら
考

察
し
た
い
。

　

Ｚ
鎮
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以

降
、
そ
れ
ま
で
沿
海
部
に
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
い
た
地
元
出
身
者
が
故
郷
に
帰

り
、
起
業
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
か
つ
て
外
地
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て

い
た
地
元
出
身
の
農
民
が
故
郷
に
帰

り
、
製
造
業
や
小
売
り
店
舗
、
大
規
模

農
業
企
業
な
ど
を
含
む
何
ら
か
の
企
業

を
創
業
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
数
年
中
国

で
は
「
回
郷
創
業
」
と
呼
ば
れ
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
帰
郷

創
業
と
称
す
る
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
帰
郷

者
が
起
業
し
た
企
業
を
帰
郷
企
業
と
略

称
す
る
。
な
お
、
中
国
の
統
計
定
義
で

は
企
業
は
従
業
員
八
人
以
上
の
経
営
体

で
、
そ
れ
未
満
の
自
営
業
と
は
区
別
さ

れ
る
。

　

Ｚ
鎮
の
企
業
名
簿
に
挙
げ
ら
れ
た
帰

郷
企
業
数
は
、
全
九
二
社
中
三
〇
社
を

占
め
る
（
残
る
六
二
社
は
郷
鎮
企

業
）。
三
〇
社
の
業
種
は
、
製
造
業
企

業
一
八
社
、
農
業
企
業
一
二
社
に
大
別

さ
れ
る
。
一
般
に
、
従
来
、
帰
郷
者
に

よ
る
起
業
と
し
て
は
飲
食
店
や
売
店
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
ま
た
は
農
業
が
一
般

的
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
製
造
業
企

業
が
あ
る
こ
と
が
ま
ず
、
目
を
引
く
。

さ
ら
に
、
靴
工
場
（
八
社
）
と
衣
料
品

工
場
（
五
社
）
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
る
。
製
靴
産
業
は
一
九
八
八
年
の

政
府
斡
旋
を
機
に
、
金
堂
県
か
ら
広
東

省
東
莞
市
へ
の
出
稼
ぎ
が
集
中
し
た
産

業
で
あ
っ
た
。

　

Ｚ
鎮
の
最
初
の
帰
郷
創
業
の
事
例

は
、
二
〇
〇
四
年
に
起
業
し
た
畜
産
企

業
で
あ
っ
た
。
こ
の
企
業
は
今
も
養

豚
、
養
鶏
、
林
業
、
有
機
野
菜
と
手
広

く
農
業
事
業
を
展
開
し
、
Ｚ
鎮
で
最
も

成
功
し
て
い
る
帰
郷
企
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
製
造
業
企
業
は
二
〇
〇
六
年
に

八
社
創
業
し
、
二
〇
一
〇
年
現
在
は
一

六
工
場
に
な
っ
て
い
る
。
う
ち
、
製
靴

工
場
が
九
社
、
衣
料
品
縫
製
工
場
が
五

社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
六
社
で
合
わ

せ
て
一
三
〇
〇
人
の
労
働
力
を
雇
用
し

て
い
る
と
さ
れ
る
（
鎮
政
府
調
べ
）

が
、
工
場
の
操
業
状
況
に
は
季
節
的
変

動
も
大
き
い
。

⑵
帰
郷
起
業
家
た
ち

　

表
2
に
、
二
〇
一
〇
年
末
か
ら
二
〇

一
一
年
初
に
か
け
て
筆
者
が
訪
問
し
た

Ｚ
鎮
の
九
工
場
の
開
設
時
期
と
創
業
者

の
略
歴
を
ま
と
め
た
。
九
件
の
工
場
の

創
業
者
の
う
ち
、
六
名
が
Ｚ
鎮
出
身
者

で
、
残
る
三
名
も
重
慶
ま
た
は
省
内
出

身
の
製
靴
産
業
従
事
者
で
あ
る
。
年
齢

は
三
〇
代
が
中
心
で
、
女
性
が
四
人
と

多
い
の
は
、
製
靴
産
業
の
従
業
員
の
性

別
構
成
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
学
歴
は
高
卒
三
人
、
中
卒
三
人

で
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
な
か
で
は
高
学

歴
層
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

創
業
者
の
出
稼
ぎ
歴
は
、
一
九
八
〇

年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に
東
莞
市

厚
街
鎮
の
製
靴
工
場
に
出
稼
ぎ
に
行
っ

た
者
が
多
く
、
鎮
の
な
か
で
は
比
較
的

早
期
の
出
稼
ぎ
者
が
中
心
で
あ
る
。
特

に
、
Ｙ
Ｒ
衣
料
品
縫
製
廠
の
女
性
創
業

者
は
、
一
九
八
八
年
に
Ｚ
鎮
政
府
が
初

め
て
省
外
へ
出
稼
ぎ
労
働
者
を
送
り
出

し
た
際
の
第
一
期
の
女
性
ワ
ー
カ
ー
の

一
人
で
あ
る
。

　

帰
郷
起
業
家
た
ち
が
帰
郷
創
業
に
踏

み
き
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ほ
と
ん
ど
が

家
庭
的
な
要
因
に
あ
る
。
多
く
の
経
営

者
が
従
来
は
故
郷
の
親
や
親
戚
に
子
供

を
預
け
る
か
、
広
東
の
就
業
先
に
と
も

な
っ
た
り
し
て
夫
婦
で
就
業
し
て
い

た
。
し
か
し
子
供
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
子
供
に
対
す
る
弊
害
が
大
き
く
な

り
、
同
時
に
経
済
的
な
マ
ク
ロ
環
境
と

し
て
Ｚ
鎮
で
工
場
経
営
を
す
る
条
件
が

整
っ
て
き
た
た
め
、
帰
郷
創
業
に
踏
み

き
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
は
Ｙ

Ｒ
製
衣
廠
、
Ｌ
Ｙ
製
衣
廠
、
Ｊ
Ｈ
靴

廠
、
Ｔ
Ｘ
靴
廠
な
ど
、
個
人
企
業
家
に

表 2　Z鎮の工場と創業者のプロフィール
工場・企業名称 業種 創業年 創業者 学歴

1 YR 製衣廠 衣料品縫製 2007 39 歳女性（1988 年 16 歳で政府組織で厚街皮革工場へ） 中卒

2 SF 靴面加工廠 靴加工 2007 【外地】重慶市崇州出身の 40 代。家族企業。 －

3 FM製衣廠 衣料品縫製 2008 41 歳女性（1989 年 30 歳で政府組織で厚街靴工場へ） 高卒

4 CF 靴廠 靴加工 2008 【外地】30 代男性。四川省資中県出身の大卒者。 大卒

5 LY 製衣廠 衣料品縫製 2009 36 歳女性（1992 年、16 歳で厚街の衣料品工場へ） 中卒

6 LM靴面加工廠 靴加工 2010 【外地】簡陽県出身の 36 歳。 －

7 JH 靴廠 靴加工 2010 42 歳男性（1990 年政府組織で東莞カバン工場へ。病気療養の
ため一時帰省し、91 年に再び政府組織で厚街の靴工場へ。）

中卒

8 TY 靴廠 靴加工 2011 40 歳男性（工場長。1991 年高卒で厚街靴工場へ） 高卒

9 TX 靴廠 靴加工 2011 32 歳女性（1999 年 16 歳で厚街靴工場へ） 高卒

（出所） 各工場への訪問調査（2011 年 2 月実施）により、筆者作成。

産業の内陸移転と地域労働市場の展開 ―中国・製靴産業の事例―
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よ
る
零
細
工
場
で
は
共
通
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｈ
靴
廠
の
オ
ー
ナ
ー
経

営
者
、
Ｔ
Ｙ
靴
廠
の
工
場
長
の
二
人

は
、
現
在
の
工
場
を
開
設
す
る
数
年
前

に
す
で
に
広
東
か
ら
成
都
へ
戻
り
、
成

都
市
内
の
靴
工
場
に
転
職
し
て
工
場
長

や
副
総
経
理
と
い
っ
た
工
場
全
体
を
管

理
す
る
ポ
ス
ト
に
就
業
し
て
い
る
。
成

都
に
戻
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
人
と
も

共
通
し
て
故
郷
に
残
し
た
子
供
の
た
め

に
金
堂
県
に
近
い
成
都
で
働
く
こ
と
を

選
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
広
東
の

製
靴
工
場
で
働
い
て
き
た
二
人
に
と
っ

て
、
地
元
成
都
の
靴
産
業
が
発
展
し
て

き
た
こ
と
は
Ｕ
タ
ー
ン
に
有
利
な
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
成
都
は
Ｚ
鎮
か
ら
は

バ
ス
で
二
時
間
ほ
ど
の
距
離
で
あ
り
、

自
宅
通
勤
は
叶
わ
な
い
も
の
の
、
同
じ

出
稼
ぎ
で
も
近
距
離
に
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
帰
宅
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
二
人
と
も
、
成
都
で
の
在
職
期
間

中
に
故
郷
Ｚ
鎮
で
の
起
業
可
能
性
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
収
集
し
、
起
業
準

備
を
進
め
て
い
た
。

　

最
初
の
出
稼
ぎ
先
で
従
事
し
た
製
靴

産
業
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
帰
郷
創
業

時
に
も
靴
工
場
を
創
設
し
た
例
が
最
も

多
く
、
典
型
的
だ
と
い
え
る
。
衣
料
品

縫
製
の
三
工
場
に
つ
い
て
も
、
そ
の
点

は
同
様
で
あ
る
。
Ｙ
Ｒ
衣
料
品
縫
製

廠
、
Ｌ
Ｙ
衣
料
品
縫
製
廠
の
創
業
者
女

性
は
出
稼
ぎ
当
初
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
皮

革
製
品
と
衣
料
品
の
縫
製
工
場
で
就
業

し
た
た
め
、
起
業
時
に
も
同
じ
縫
製
業

を
選
ん
で
い
る
。
Ｙ
Ｒ
製
衣
廠
の
オ
ー

ナ
ー
経
営
者
女
性
は
、
子
供
の
面
倒
を

み
る
た
め
に
一
九
九
五
年
に
広
東
か
ら

成
都
の
縫
製
工
場
に
転
職
し
、
二
〇
〇

六
年
に
は
故
郷
の
Ｚ
鎮
で
起
業
し
て
い

る
。
そ
の
間
、
成
都
で
一
〇
年
あ
ま
り

勤
め
た
縫
製
工
場
は
受
注
が
多
く
、
こ

の
工
場
の
オ
ー
ダ
ー
を
一
部
請
け
負
う

形
で
当
初
、
現
在
の
Ｙ
Ｒ
工
場
を
操
業

し
た
。
三
つ
の
縫
製
工
場
の
う
ち
、
Ｆ

Ｍ
衣
料
品
縫
製
廠
の
創
業
者
女
性
だ
け

は
当
初
、
厚
街
鎮
の
靴
工
場
へ
の
出
稼

ぎ
で
就
業
経
験
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

靴
工
場
で
従
業
員
管
理
を
身
に
つ
け
た

後
、
帰
郷
操
業
の
際
に
は
、
あ
え
て
靴

で
は
な
く
衣
料
品
縫
製
を
選
択
し
た
。

靴
加
工
と
衣
料
品
縫
製
は
ど
ち
ら
も
縫

製
作
業
で
技
術
的
に
は
共
通
点
が
多
い

こ
と
、
彼
女
は
広
東
へ
の
出
稼
ぎ
前
に

地
元
で
衣
料
品
の
縫
製
請
負
を
し
て
い

た
の
で
、
業
務
に
習
熟
し
て
い
た
た
め

だ
と
い
う
。
起
業
の
際
に
、
季
節
的
な

受
注
量
の
変
動
が
あ
り
、
休
業
期
間
が

発
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
靴
よ
り
も
休
み

な
く
生
産
で
き
る
衣
料
品
の
方
が
経
営

し
や
す
い
と
の
経
営
判
断
か
ら
衣
料
品

縫
製
工
場
を
選
択
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

工
場
開
設
に
必
要
な
初
期
投
資
は
一

〇
万
〜
三
〇
万
元
ほ
ど
の
工
場
が
多

い
。
帰
郷
企
業
の
経
営
者
本
人
が
全
額

出
身
す
る
オ
ー
ナ
ー
工
場
が
五
工
場
、

オ
ー
ナ
ー
は
不
在
で
工
場
長
に
管
理
が

任
さ
れ
て
い
る
工
場
が
四
工
場
あ
っ

た
。
靴
工
場
の
従
業
員
も
、
広
東
や
成

都
の
大
規
模
工
場
の
工
場
長
と
も
な
る

と
月
給
は
七
〇
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
元
ほ

ど
に
な
る
。
帰
郷
起
業
の
元
手
を
捻
出

す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と

思
わ
れ
る
。

⑶
製
靴
工
場
の
性
質

　

以
下
で
は
産
業
移
転
に
注
目
す
る
た

め
、
靴
工
場
（
六
社
）
に
対
象
を
絞
っ

て
議
論
し
た
い
。
鎮
内
の
靴
工
場
の
経

営
区
分
と
取
引
関
係
、
完
成
品
の
仕
向

地
を
表
3
に
整
理
し
た
。

　

Ｚ
鎮
の
靴
工
場
は
す
べ
て
、
提
携
関

係
に
あ
る
他
の
靴
工
場
か
ら
ア
ッ
パ
ー

部
分
の
組
み
立
て
作
業
を
請
け
負
う
委

託
加
工
工
場
で
あ
る
⑷

。
委
託
加
工
の

た
め
、
材
料
は
す
べ
て
発
注
元
の
工
場

が
提
供
し
、
完
成
し
た
半
製
品
は
発
注

元
工
場
に
返
送
し
て
加
工
賃
を
受
け
取

る
。

　

表
2
に
あ
る
よ
う
に
、
工
場
の
資
本

関
係
は
完
成
品
を
生
産
す
る
能
力
を

持
っ
た
大
規
模
工
場
に
よ
る
分
工
場

（
増
設
工
場
）
の
場
合
と
、
個
人
の
帰

郷
起
業
家
に
よ
る
独
立
し
た
工
場
の
場

合
が
あ
る
。
独
立
工
場
は
地
元
出
身
の

帰
郷
創
業
者
に
よ
る
零
細
工
場
が
中
心

で
あ
る
。

　

大
規
模
工
場
に
よ
る
分
工
場
の
場

合
、
販
路
が
確
立
し
て
お
り
、
他
方
で

後
者
の
零
細
な
独
立
工
場
の
場
合
に

は
、
請
負
先
の
開
拓
が
工
場
経
営
の
要

表 3　Z鎮の工場の経営区分
名称 工場区分 受注 /納品先 完成品仕向地

1 SF 靴面加工廠 分工場 成都温江の親工場（オーナーは重慶人） 国内（ハルピン、貴陽など）

2 CF 靴廠 独立工場 東莞の靴工場 輸出（日本、米国、欧州）

3 LM靴面加工廠 分工場 成都の親工場（オーナーは四川簡陽県出身者） 国内

4 JH 靴廠 独立工場 成都の複数の靴工場 国内、輸出（ロシア、中東）

5 TY 靴廠 分工場 東莞の親工場（オーナーは東莞人） 輸出（日本）

6 TX 靴廠 独立工場 県内工業団地の靴工場 国内

（注）（1）工場区分は完成品を作る上位の工場による投資関係の有無を示した。
（2）委託加工の場合、受注先から材料を受け取り、できあがった半製品を納品するため、受注先と納品先は同一の工場である。

（出所）各工場への訪問調査（2011 年 2 月実施）により、筆者作成。
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に
な
る
。
独
立
工
場
で
あ
る
Ｊ
Ｈ
靴
廠

で
は
、
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
が
前
職
の
工

場
長
時
代
に
築
い
た
業
務
関
係
を
利
用

し
て
成
都
の
複
数
の
靴
工
場
と
取
引
し

て
い
る
。
操
業
間
も
な
い
Ｔ
Ｘ
靴
廠

は
、「
女
靴
之
都
」
の
一
翼
を
担
う

「
一
都
両
園
」
の
生
産
基
地
と
し
て
、

金
堂
県
内
に
設
置
さ
れ
た
製
靴
工
業
園

区
の
入
居
靴
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
加
工
受

注
で
当
面
は
十
分
経
営
が
成
り
立
つ
と

目
算
し
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｘ
靴
廠

の
よ
う
に
県
内
の
製
靴
企
業
と
の
提
携

関
係
に
あ
る
工
場
は
む
し
ろ
少
数
派

で
、
他
の
五
工
場
は
す
べ
て
、
成
都
ま

た
は
東
莞
の
靴
工
場
と
の
委
託
請
負
関

係
に
あ
る
。

　

工
場
経
営
に
は
、
加
工
賃
の
支
払
い

が
滞
ら
な
い
取
引
先
の
開
拓
が
肝
要
で

あ
る
。
従
業
員
は
何
よ
り
も
賃
金
の
支

払
い
が
滞
り
な
く
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

求
め
て
お
り
、
そ
れ
が
重
要
員
募
集
の

正
否
も
握
っ
て
い
る
。

　

同
じ
個
人
の
帰
郷
起
業
家
に
よ
る
加

工
請
負
工
場
で
も
、
Ｃ
Ｆ
靴
廠
は
経
営

規
模
が
比
較
的
大
き
い
。
金
堂
県
に
隣

接
す
る
中
江
県
Ｆ
鎮
に
本
廠
が
あ
り
、

金
堂
県
内
の
三
つ
の
鎮
に
分
工
場
が
あ

る
。
四
工
場
の
従
業
員
総
数
は
一
一
〇

〇
人
ほ
ど
で
あ
る
。
経
営
者
は
四
川
省

資
中
県
出
身
の
三
〇
歳
代
の
男
性
で
あ

る
。
そ
の
工
場
進
出
の
歴
史
が
興
味
深

い
。

　

経
営
者
の
Ｘ
氏
は
大
卒
の
男
性
で
、

学
卒
後
広
東
の
靴
工
場
で
管
理
の
仕
事

に
就
い
た
。
輸
出
向
け
靴
の
製
造
管
理

に
二
、
三
年
携
わ
り
、
そ
の
経
験
を
活

か
し
て
二
〇
〇
三
年
に
独
立
、
広
東
省

厚
街
鎮
に
靴
工
場
を
開
設
し
た
。
し
か

し
、
開
設
後
ま
も
な
く
人
手
不
足
と
社

屋
の
賃
貸
料
、
水
道
電
気
代
な
ど
の
コ

ス
ト
の
値
上
が
り
に
直
面
し
た
。
そ
こ

で
Ｘ
氏
は
今
後
、
広
東
で
は
ワ
ー
カ
ー

不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
こ
と
を

見
越
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
故
郷
四
川

省
の
中
江
県
Ｆ
鎮
に
靴
工
場
を
開
設
し

た
。
翌
二
〇
〇
七
年
に
は
金
堂
県
の
Ｔ

鎮
、
Ｌ
鎮
に
分
工
場
を
、
さ
ら
に
二
〇

〇
八
年
に
Ｚ
鎮
に
も
分
工
場
を
開
設
し

た
。
金
堂
県
に
進
出
し
た
靴
工
場
の
な

か
で
は
、
最
も
初
期
の
工
場
で
あ
る
。

そ
し
て
二
〇
〇
八
年
に
は
広
東
の
最
初

の
工
場
を
閉
鎖
し
、
広
東
か
ら
は
撤
退

し
て
い
る
。

　

Ｘ
氏
が
経
営
す
る
四
川
省
の
工
場
は

す
べ
て
、
靴
の
ア
ッ
パ
ー
部
を
作
る
の

み
の
加
工
工
場
で
、
半
完
成
品
を
広
東

の
提
携
先
工
場
へ
送
っ
た
後
に
ソ
ー
ル

部
を
つ
け
て
完
成
さ
せ
る
。
完
成
品
は

一
〇
〇
％
輸
出
向
け
で
あ
る
。

　

工
場
の
内
陸
移
転
に
よ
っ
て
労
働
者

の
賃
金
は
各
職
位
と
も
一
人
あ
た
り
二

〇
〇
元
ほ
ど
広
東
よ
り
も
低
く
な
っ

た
。
材
料
と
完
成
品
の
輸
送
に

は
ト
ラ
ッ
ク
で
高
速
道
路
を
使

い
、
片
道
約
三
六
時
間
か
か

る
。
輸
送
コ
ス
ト
は
か
か
る

が
、
コ
ス
ト
全
体
の
五
％
程
度

で
、
人
件
費
の
低
減
と
ワ
ー

カ
ー
募
集
難
の
コ
ス
ト
に
比
べ

れ
ば
低
コ
ス
ト
だ
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

靴
生
産
で
労
働
力
を
最
も
多

く
必
要
と
し
、
技
術
的
に
も
難

し
い
の
は
ア
ッ
パ
ー
部
を
作
る

前
工
程
で
あ
り
、
後
工
程
は
機

械
で
作
業
で
き
る
。
広
東
で
起

き
た
労
働
力
不
足
へ
の
対
処
法

と
し
て
、
多
く
の
工
場
が
こ
の

前
工
程
部
分
を
内
陸
の
労
働
力

が
豊
富
で
安
価
な
地
域
に
外
注

し
、
半
完
成
品
を
広
東
へ
輸
送

し
て
後
半
部
分
の
機
械
仕
上
げ

を
し
て
い
る
と
い
う
。
実
は
、

Ｘ
氏
は
Ｔ
鎮
の
工
場
内
に
後
工

程
に
必
要
な
ソ
ー
ル
の
成
型
機

械
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
目

下
使
わ
れ
て
い
な
い
。
前
半
部

分
の
受
注
だ
け
で
手
一
杯
だ
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑷
鎮
工
場
の
就
業
者

　

表
4
に
鎮
内
の
工
場
の
就
業

条
件
を
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
ど

表 4　Z鎮の工場の就業条件
工場・企業名称 従業員数 就業時間 休日 賃金 宿舎

1 YR製衣廠 3工場で100人 8：00-21：30 土曜休日 出来高払い（1200-2000元） 無料（20人ほど）

2 SF靴面加工廠 20人 8：00-21：30 月1-2日。土曜夜の残業なし。出来高払い（1600-1700元）※セル方式 無料

3 FM製衣廠 60人 8：00-18：00、
夕食後22：00まで

土曜夜の残業なし 出来高払い（1400-2000元） 無料
（家族寮10人、単身宿舎10数人）

4 CF靴廠 100人 8：00-12：00、13：30-17：30、
19：00-21：00

月2日。土曜夜の残業なし。出来高払い、幹部・技術者は時給 15元（60-70人 /100人）

5 LY 製衣廠 30人 8：00-22：00（冬は早めに終業）金曜の夜の残業なし。 出来高制（平均1200元、多くて2000-3000元） 工場2階（1日2元、食費込み）

6 LM靴面加工廠 67人 8：00-12：00、12：30-18：00 月2日 出来高払い。実際には普通工1200元、手工1500元、ミシ
ン工1800元を下回ることはない。平均賃金1700元。

無料（利用者は7割ほど）

7 JH靴廠 21人 8：00-12：00、13：30-18：00、
残業は20：30まで

月2日 最低賃金＋出来高払いで、実際には普通工1100元、手工
1350-1450元、ミシン工1500元以上

無料
（従業員はほとんど自宅に住む。
宿舎利用は数人のみ

8 TY靴廠 70-80人 8：30-17：30（昼休み30分） 月1-2日 最低賃金（普通工1000元）＋出来高で、実際には平均
1500-1600元

なし

9 TX靴廠 26人 8：00-12：00、13：30-17：00 残業無し 最低賃金（手工1200元、ミシン工1500元）＋出来高 無料（10人）

（出所）各工場への訪問調査（2011 年 2 月実施）により、筆者作成。

産業の内陸移転と地域労働市場の展開 ―中国・製靴産業の事例―
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の
工
場
も
就
業
時
間
が
長
く
、
休
日
が

少
な
い
。
作
業
は
セ
ル
方
式
の
一
工
場

を
除
き
、
残
る
す
べ
て
が
手
動
ラ
イ
ン

方
式
の
出
来
高
性
賃
金
形
式
で
あ
る
。

比
較
的
古
い
一
〜
五
の
工
場
が
夜
間
も

恒
常
的
に
就
業
を
求
め
て
い
る
の
に
対

し
、
新
設
の
Ｌ
Ｍ
靴
廠
、
Ｊ
Ｈ
靴
廠
は

夜
の
残
業
は
受
注
の
多
い
時
期
だ
け
と

し
、
日
曜
日
は
繁
忙
期
で
も
残
業
し
な

い
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
る
。
最
も
新

し
く
設
置
さ
れ
た
Ｔ
Ｙ
靴
廠
、
Ｔ
Ｘ
靴

廠
で
は
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
残
業
は

せ
ず
、
増
員
で
対
応
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
配
慮
は
す
べ

て
、
子
育
て
中
の
従
業
員
向
け
の
設
計

で
あ
る
。
地
元
に
残
る
就
業
者
は
ほ
と

ん
ど
が
子
育
て
の
た
め
に
遠
隔
地
か
ら

帰
っ
た
女
性
の
出
稼
ぎ
経
験
者
で
、
い

か
に
彼
ら
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
勤
務

体
系
を
整
備
す
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
鎮

工
場
に
と
っ
て
は
採
用
の
要
に
な
っ
て

い
る
。

　

休
日
も
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
工
場

で
一
日
単
位
の
休
日
は
月
に
一
〜
二
日

の
み
で
あ
る
。
完
全
な
休
日
の
な
い
工

場
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
必
ず
週
に
一
日

だ
け
、
残
業
の
な
い
曜
日
を
設
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
週
に
一
度
は
従
業
員

が
家
族
の
元
に
帰
り
、
子
供
と
い
っ

し
ょ
に
過
ご
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
る
と
い
う
。

実
は
、
鎮
内
の
工
場
と
は
い
え
、
従
業

員
は
自
宅
か
ら
通
勤
で
き
る
者
ば
か
り

で
は
な
く
、
長
時
間
勤
務
の
た
め
、
多

く
の
従
業
員
が
週
の
大
半
を
工
場
の
宿

舎
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
元
で
就
業
す
る
と
は
い
え
、
就
業
時

間
の
長
さ
と
交
通
の
便
の
悪
さ
な
ど
が

原
因
で
、
従
業
員
に
と
っ
て
自
宅
通
勤

は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

五
．
ま
と
め

　

以
上
、
本
稿
で
は
靴
産
業
の
産
業
と

し
て
の
発
展
と
、
中
国
内
外
に
お
け
る

産
業
移
転
の
歴
史
を
概
観
し
た
う
え

で
、
二
〇
〇
六
年
以
降
、
起
き
て
き
て

い
る
と
い
わ
れ
る
製
靴
産
業
の
内
陸
移

転
（
東
靴
西
移
）
の
具
体
的
な
形
を
、

四
川
省
金
堂
県
の
製
靴
工
場
の
事
例
か

ら
紹
介
し
て
き
た
。

　

労
働
集
約
的
な
産
業
の
典
型
で
あ
る

靴
産
業
の
歴
史
は
、
よ
り
低
コ
ス
ト
な

産
地
を
求
め
て
の
産
業
移
転
の
歴
史
で

も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
低
コ
ス
ト
と
同

時
に
、
当
然
な
が
ら
一
定
の
品
質
の
確

保
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
労
賃
、

原
材
料
費
な
ど
の
原
価
が
低
い
の
み
な

ら
ず
、
流
通
形
態
や
産
業
集
積
な
ど
の

産
業
形
態
も
製
品
の
競
争
力
に
影
響
を

与
え
る
た
め
、
産
業
移
転
の
あ
り
方
は

そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
⑸

。

　

靴
産
業
は
デ
ザ
イ
ン
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
面
で
の
中
心
地
を
一
九
五
〇
年
代
の

主
要
産
地
で
あ
っ
た
欧
米
（
イ
タ
リ
ア

や
フ
ラ
ン
ス
）
に
残
し
つ
つ
、
生
産
現

場
の
み
を
一
九
六
〇
年
代
に
台
湾
や
韓

国
に
移
転
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
貿

易
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
は
台
湾
と

韓
国
な
ど
に
残
し
つ
つ
、
生
産
現
場
を

中
国
大
陸
に
移
転
し
た
と
い
わ
れ
る

（
参
考
文
献
⑦
）
が
、
そ
う
し
た
複
雑

な
産
業
移
転
の
形
に
さ
ら
に
委
託
加
工

工
程
の
細
分
化
が
加
わ
り
、
そ
の
最
末

端
の
最
も
労
働
集
約
的
な
部
分
を
担
っ

て
い
る
の
が
、
本
稿
で
み
た
内
陸
四
川

の
金
堂
県
Ｚ
鎮
の
靴
工
場
で
あ
る
。

　

金
堂
県
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
来
広

東
省
東
莞
市
の
製
靴
産
業
の
集
積
地
に

労
働
力
を
供
給
し
て
き
た
。
初
期
の
出

稼
ぎ
労
働
者
た
ち
は
一
〇
年
以
上
の
就

業
経
験
を
経
て
作
業
に
習
熟
し
、
広
東

の
大
規
模
な
靴
工
場
の
管
理
層
を
勤
め

る
者
も
多
い
。
し
か
し
、
一
〇
代
で
出

稼
ぎ
を
開
始
し
た
彼
ら
も
一
〇
年
、
二

〇
年
が
経
過
し
、
結
婚
、
出
産
を
経
て

子
供
を
養
育
し
、
教
育
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
現
実
で
は
出
稼

ぎ
先
で
子
供
の
託
児
、
就
学
を
実
現
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
た
め
、
子
育

て
世
代
の
農
村
出
身
者
は
誰
も
が
、
帰

郷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
っ
て
い
る
。
金

堂
県
の
靴
工
場
の
創
業
者
も
就
業
者

も
、
こ
う
し
た
出
稼
ぎ
Ｕ
タ
ー
ン
組
で

あ
り
、
家
庭
的
な
要
因
で
帰
郷
を
選
択

し
て
い
る
。

　

鎮
内
の
工
場
は
広
東
の
靴
工
場
で
同

様
の
作
業
に
習
熟
し
た
熟
練
労
働
者
の

こ
う
し
た
家
庭
的
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し

鎮内靴工場の手動ライン

靴工場の片隅で、子供が子守
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つ
つ
、
広
東
以
上
の
低
賃
金
で
雇
用

し
、
操
業
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
よ
り
低
い
コ
ス
ト
を
求
め
た
産
業

の
移
転
需
要
と
、
家
庭
と
い
う
非
経
済

的
要
因
で
帰
郷
せ
ざ
る
を
得
な
い
地
元

出
身
の
出
稼
ぎ
者
た
ち
を
、
自
ら
も
そ

の
一
部
で
立
場
を
よ
く
理
解
す
る
工
場

経
営
者
が
雇
用
す
る
こ
と
で
実
現
し
た

産
業
移
転
で
あ
る
。
そ
こ
で
働
く
就
業

者
は
貴
重
な
就
業
機
会
や
家
庭
の
状
況

に
合
わ
せ
た
あ
る
程
度
柔
軟
な
勤
務
形

態
と
い
っ
た
面
を
評
価
し
て
お
り
、
賃

金
に
対
す
る
要
求
は
高
く
な
い
。
実

際
、
鎮
内
の
賃
金
レ
ベ
ル
で
は
と
う
て

い
生
計
を
維
持
で
き
ず
、
目
下
の
帰
郷

就
業
者
は
ほ
と
ん
ど
が
子
供
を
抱
え
た

女
性
で
あ
り
、
彼
女
ら
の
夫
た
ち
は
今

も
外
地
で
出
稼
ぎ
中
で
あ
る
。
製
靴
工

場
の
中
国
国
内
に
お
け
る
内
陸
移
転

は
、
内
陸
の
労
働
力
の
労
賃
の
低
さ
の

み
な
ら
ず
、
不
完
全
な
労
働
移
動
し
か

で
き
な
い
現
行
制
度
の
不
備
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
享
受
し
て
実
現
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

＊�

本
稿
の
元
と
な
っ
た
研
究
は
科
研
費

若
手
研
究
（
Ｂ
）（
課
題
番
号
：

2
0
7
1
0
1
9
6

）
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

（
や
ま
ぐ
ち　

ま
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

東
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴�

Ｅ
Ｍ
Ｓ
最
大
手
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン

（
台
湾
）
が
広
東
省
東
莞
市
に
持
つ

大
規
模
工
場
を
大
幅
に
縮
小
し
、
河

南
省
、
四
川
省
な
ど
内
陸
へ
移
転
し

て
い
る
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

⑵�

河
南
省
、
安
徽
省
な
ど
で
政
府
に
よ

る
製
靴
企
業
誘
致
や
沿
海
部
靴
企
業

の
移
転
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

⑶�

二
〇
〇
四
年
に
温
州
に
工
場
を
も
つ

大
型
靴
メ
ー
カ
ー
、
奥
康
集
団
、
紅

蜻
蜓
集
団
な
ど
が
重
慶
へ
の
大
規
模

な
工
場
移
転
を
決
定
し
て
い
る
。

⑷�

靴
の
作
業
工
程
は
大
き
く
わ
け
て

ア
ッ
パ
ー
部
と
ソ
ー
ル
部
に
分
か
れ

る
。
前
工
程
と
し
て
ア
ッ
パ
ー
部
分

を
生
産
し
、
最
後
に
そ
こ
に
ソ
ー
ル

を
つ
け
る
と
い
う
作
業
手
順
で
生
産

さ
れ
る
。

⑸�

牧
野
百
恵
「
パ
キ
ス
タ
ン
労
働
集
約

的
産
業
と
流
入
す
る
中
国
製
品
と
の

競
争
」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
二
〇
〇
六

年
第
四
七
巻
第
六
号
）
は
、
中
国
同

様
に
労
働
付
存
比
率
が
高
く
、
原
料

賦
存
に
も
恵
ま
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン

が
、
理
論
的
に
は
靴
産
業
に
比
較
優

位
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
流
入
す
る
中
国
製
靴
に
対
し

て
競
争
力
を
持
ち
得
な
い
こ
と
を
実

証
し
た
興
味
深
い
論
文
で
あ
る
。

《
参
考
文
献
》

①�

伊
藤
亜
聖
［
二
〇
一
三
］「
中
国
沿

海
部
の
産
業
移
転
動
向
―
『
国
内
版

雁
行
形
態
』
の
実
証
分
析
―
」『
中

国
経
済
研
究
』
第
一
〇
巻
第
一
号
。

②�

世
界
靴
業
総
部
基
地
Ｈ
Ｐ
（
二
〇
一

三
年
一
一
月
一
三
日
ア
ク
セ
ス
）。

h
ttp
://w
w
w
.ash

o
es.cn

/cyb
j/

③�

川
上
桃
子
［
一
九
九
九
］「
ビ
ジ
ネ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
産
業
成
長
―

台
湾
・
韓
国
製
靴
工
業
の
事
例
―
」

北
村
か
よ
子
編
［
一
九
九
九
］『
東

ア
ジ
ア
の
中
小
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
状
と
課
題
―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
積
極
的
対
応
―
』
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
。

④�

月
刊
フ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
・
プ
レ
ス

「
デ
ー
タ
で
見
る
世
界
の
靴
の
動
き
」

元
デ
ー
タ
は
『W

o
rld
�F
o
o
tw
ear�

Y
earb

o
o
k�2
0
1
2

』（
二
〇
一
三
年

一
一
月
一
三
日
ア
ク
セ
ス
）。

h
ttp
://w
w
w
.f-w
o
rks.co

m
/fw
p
/

fw
p
b
n
/1
3
-0
4
/p
ick3

.h
tm
l

⑤�「
東
靴
西
移
：
奥
康
準
備
好
了
」『
市

場
観
察
』
二
〇
〇
九
年
第
八
期
。

⑥�

趙
深
安
［
二
〇
〇
七
］「
力
促
四
川

成
為
『
東
靴
西
移
』
的
首
選
」『
四

川
省
情
』
第
三
期
。

⑦�

陳
勤
建
［
二
〇
〇
八
］「
対
沿
海
製

靴
業
現
状
与
『
東
靴
西
移
』
的
思
考
」

『
西
部
皮
革
』
第
三
〇
巻
第
一
二
期
。

⑧�「『
東
靴
西
移
』
成
都
成
靴
都
」『
人

民
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
四
日
。

⑨�

成
都
市
人
民
政
府
弁
公
庁
［
二
〇
〇

七
］「
関
措
于
印
発
成
都
製
靴
産
業

集
群
発
展
規
划
的
通
知
」
二
〇
〇
七

年
六
月
二
九
日
（
成
弁
発
［
二
〇
〇

七
］
五
八
号
）。

産業の内陸移転と地域労働市場の展開 ―中国・製靴産業の事例―




